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論文審査の要旨 

 

脳神経外科学領域では、開頭手術や脊椎手術などにおける合併症の一つとして

髄液漏があり、頭蓋内感染の原因となるため、確実な硬膜修復術が必要とされる。こ

れらを防止するために硬膜修復術の際、現在種々の接着剤が使用されているが、信

頼性の高い防止方法が確立しているとはいえない。 

著者らは、ゼラチンを原料とした接着剤を開発したため、大型動物において

in-vitro実験および in-vivo実験で髄液漏の予防、炎症、癒着などそれぞれついて

検討を行った。方法は、イヌの硬膜と人工硬膜を縫合したものをサンプルとして耐圧

測定装置（VALCOM Limited.,Japan）にセットし、各糊（ゼラチン糊（N=20）、フィブリン

糊（N=20）、PEG糊（N=20））を塗付して耐圧および接着性について計測した。また、生

体イヌ（contorl(N=5)、ゼラチン糊(N=5)）についても耐圧および炎症の評価を行った。

結果は、in-vitro 実験においてゼラチン群の耐圧は 77±40mmHg と高いものであり、

それぞれの他群間で有意差を認めた。また、接着性の評価においてもゼラチン群は

他群と比較して有意差をもって強固な接着性が示された。また、in-vivo 実験において

ゼラチン群（59.0±2.2mmHg）はコントロール群（13.8±4.0mmHg）に比して有意差をも

って耐圧性に優れており、また癒着も有意に少なかった。以上の結果よりゼラチン糊

が、既成の糊に比して優れた接着剤であり、今後追加実験を重ねて生体実験に

応用しうると結論づけている。  

本研究はゼラチン糊が新しい硬膜閉鎖材料としての可能性を示唆しており、有意

義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに脳神経外科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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